
カンタンで奥が深い公園のスポーツ

フィンランド生まれ

誰もが簡単にできる

楽しく健康にいい

フィンランドのカレリア地方の伝統的なゲームを元に、1996年
にフィンランドで開発されたスポーツです。フランスでも盛んに
行われており、毎年夏には世界大会が行われます。日本では、日
本モルック協会、大阪モルックの会や、私たち「公園からの健康
づくりネット」などが、練習会や大会を開催しています。

道具と土や芝の広場があれば、年配の方から子供まで3世代で
楽しむことができます。また、1チーム1人～4人で、複数チームで
対戦するので、一喜一憂しながらお互いのコミュニケーション
が深まります。

自然の中でみんなで楽しむこと自体が心の健康につながりま
す。さらに、スキットル（ピン）を立てたり拾ったりする動作は足
腰の筋肉を使い、投げるときは集中力を使い、点数計算や、どの
順番に倒すかの作戦では脳を使うので、あまり意識せずに筋ト
レや脳トレになります。
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モルックはフィンランドで開発されたスポーツ。
2チーム以上で対戦して、先に50点ちょうどになったチームが勝ちです。

ピンを倒すところはボーリングのようで、
同じところに交互に投げるのは、カーリングのようです。

家族や友人とワイワイ楽しむ、バーベキューやビールを飲みながらゆる～く遊ぶ、
スポーツとして勝ち負けにこだわるなど、いろいろな楽しみ方ができます。
道具の持ち運びができて、誰もができるスポーツ。公園で遊びましょう。






